
東
ソ
ー
は
、
水
電
解
用
酸
化
マ

ン
ガ
ン
系
酸
素
生
成
（
Ｏ
Ｅ
Ｒ
）

触
媒
の
開
発
を
加
速
す
る
。
す
で

に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
交

換
膜
を
用
い
た
固
体
高
分
子
（
Ｐ

Ｅ
Ｍ
）
型
水
電
解
で
使
用
す
る
も

の
で
、
既
存
触
媒
に
対
し
て
希
少

元
素
の
イ
リ
ジ
ウ
ム
（
Ｉ
ｒ
）
を

９５
％
以
上
低
減
で
き
る
の
が
特

徴
。
Ｉ
ｒ
を
０
・
１
�
�
／
平
方

�
�
ま
で
低
減
し
て
も
、
初
期
活

性
（
２
�
）
が
３
・
２
�
／
平
方

�
�
と
従
来
の
２
�
／
平
方
�
�

を
上
回
る
な
ど
優
れ
た
触
媒
性
能

を
有
し
て
お
り
、
４
０
０
０
時
間

に
及
ぶ
耐
久
性
も
確
認
ず
み
。
Ｐ

Ｅ
Ｍ
型
水
電
解
の
普
及
に
は
Ｉ
ｒ

の
使
用
量
削
減
が
必
須
で
あ
り
、

早
期
実
用
化
に
よ
り
水
素
社
会
の

構
築
に
貢
献
し
て
い
く
。

Ｐ
Ｅ
Ｍ
型
水
電
解
は
高
い
電
解

効
率
や
高
い
電
流
密
度
、
電
圧
変

動
に
対
す
る
迅
速
な
応
答
性
、
電

解
質
を
含
ま
な
い
中
性
水
を
基
質

と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
再

エ
ネ
電
力
を
利
用
し
た
環
境
調
和

型
の
水
電
解
技
術
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
触
媒
に
は

電
子
機
器
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
Ｉ

ｒ
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
希
少
性

か
ら
コ
ス
ト
お
よ
び
安
定
供
給
の

面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

同
社
は
電
解
事
業
と
二
酸
化
マ

ン
ガ
ン
（
Ｍ
ｎ
）
事
業
で
蓄
積
し

た
技
術
・
知
見
を
ベ
ー
ス
に
酸
化

マ
ン
ガ
ン
系
Ｏ
Ｅ
Ｒ
触
媒
の
開
発

を
推
進
中
。
す
で
に
２
０
１
８
年

度
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
「
水
素
利
用
等

先
導
研
究
開
発
事
業
」
で
、
国
立

研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所

（
理
研
）
と
共
に
、
従
来
の
Ｉ
ｒ

触
媒
を
上
回
る
初
期
活
性
や
耐
久

性
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
ｒ

が
二
酸
化
Ｍ
ｎ
中
に
原
子
レ
ベ
ル

で
分
散
し
、
高
活
性
な
６
価
Ｉ
ｒ

を
形
成
す
る
こ
と
な
ど
の
知
見
を

得
て
い
る
。

現
在
は
今
年
度
を
最
終
と
す
る

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
「
燃
料
電
池
等
利
用
の

飛
躍
的
拡
大
に
向
け
た
共
通
課
題

解
決
型
産
学
官
連
携
研
究
開
発
事

業
」
に
お
い
て
、
カ
ー
リ
ッ
ト
お

よ
び
理
研
と
共
同
で
事
業
化
に
必

要
な
基
盤
技
術
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
開
発
触
媒
は
Ｍ
ｎ
酸

化
物
を
多
孔
質
輸
送
層
と
な
る
プ

ラ
チ
ナ
（
Ｐ
ｔ
）
／
チ
タ
ン
（
Ｔ

ｉ
）
メ
ッ
シ
ュ
表
面
に
電
析
合
成

す
る
こ
と
で
作
成
し
て
お
り
、
同

社
で
は
触
媒
の
大
型
化
を
実
現
す

る
計
画
だ
。

地球温暖化、水質汚濁、大気汚染、海洋プラスチックなど環境問

題への対応は世界規模で広がりをみせている。

国連のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）では世界全体で環境問題

に取り組むことが明記された。環境保全に貢献する企業を金融面で

サポートするＥＳＧ投資も全世界で活発化し、環境保全への取り組

みは企業経営の最重要課題となっている。

日本の環境保全技術は世界最高水準にある。その技術は日々進化

し、持続可能な社会構築に貢献している。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
を

展
開
す
る
パ
ン
テ
ッ
ク
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
最
適
化
を

図
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
「
Ｋ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ
（
カ
イ
ロ
）」に

よ
り
、
多
量
排
出
事
業
者
の
伴
走

支
援
を
進
め
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
製
品
の
製
造
・

流
通
・
販
売
を
担
う
「
動
脈
産
業
」

と
廃
棄
物
の
回
収
・
再
生
原
料
化

を
担
う
「
静
脈
産
業
」
が
適
切
に

つ
な
が
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
回
路
を
形
成
す
る
こ
と
で
実
現

す
る
。
回
路
の
形
成
に
は
多
く
の

企
業
が
関
わ
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な

デ
ー
タ
が
収
集
・
伝
達
で
き
な
い

こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
改
正
や
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
」
の
施

行
な
ど
の
動
き
に
と
も
な
い
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
国
内
循
環
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
同
社
で
は

こ
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
Ｋ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ
の
提

供
を
開
始
し
た
。

Ｋ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
資
源
循
環
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

見
え
る
化
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し

た
戦
略
の
立
案
と
実
行
を
一
気
通

貫
で
支
援
す
る
。
そ
れ
を
下
支
え

す
る
の
が
、
同
社
が
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
が
集
約
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
だ
。

同
社
で
は
３０
年
近
く
こ
の
業
界

で
事
業
展
開
す
る
な
か
で
、
全
国

各
地
の
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
を
中
心
と

す
る
静
脈
産
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
可
否
判
断
に
つ
い
て
の
知
見
を

豊
富
に
有
し
て
い
る
。
導
入
企
業

の
排
出
素
材
に
つ
い
て
の
情
報
を

精
緻
に
分
析
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
照
会
す
る
こ
と
で
、
排
出
素
材

の
高
付
加
価
値
化
や
処
理
コ
ス
ト

の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
設
備

を
導
入
し
た
際
の
コ
ス
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

理
論
上
の
上
限
値
な
ど
の
算
出
も

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
多
量
排
出
事
業
者
の
社
内

共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
連
携
強
化
に
も
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
資
源
循
環
の
最
適
解
を
導
き

出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

同
社
が
進
め
る
「
デ
ー
タ
ド
リ

ブ
ン
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循

環
」
は
、
業
界
の
新
常
識
と
な
り

う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

日
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
１０
年

以
上
前
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
考
慮
し
た
製
品
開
発
を
進
め
て

き
た
。
現
在
取
り
組
む
中
期
経
営

計
画
で
は
「
次
世
代
技
術
の
開
発
」

を
経
営
戦
略
の
柱
に
据
え
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
を
は

じ
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
造
技

術
や
製
造
方
法
の
確
立
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

製
品
展
開
で
は
、
肌
の
バ
リ
ア

機
能
を
高
め
る
ス
キ
ン
ケ
ア
原
料

「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｌ

Ｍ
Ｆ
Ｌ
（
ニ
ッ
コ
ー
ル

レ
シ
ノ
ー
ル

エ
ム
エ
フ
エ
ル
）」

の
提
案
を
進
め
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
科
学
技
術
研
究
庁
（
Ａ
＊
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
）
と
の
共
同
開
発
品
で
、
大

豆
油
の
精
製
工
程
で
油
滓
と
し
て

得
ら
れ
る
「
レ
シ
チ
ン
」
を
活
用

し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
製
品
だ
。

製
造
方
法
に
は
「
ホ
ー
ル
セ
ル

酵
素
技
術
」
と
い
う
バ
イ
オ
技
術

を
取
り
入
れ
た
。
微
生
物
の
細
胞

全
体
を
反
応
の
場
と
し
て
利
用
す

る
の
が
特
徴
で
、
表
皮
細
胞
へ
の

有
用
性
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
る
「
リ
ゾ
ホ
ス

フ
ァ
チ
ジ
ン
酸
」
を
高

含
有
し
た
リ
ゾ
レ
シ
チ

ン
を
産
生
で
き
る
。

ま
た
最
新
の
研
究
で

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｍ
Ｆ
Ｌ
を
配
合
し
た

化
粧
品
製
剤
を
連
用
す

る
こ
と
で
、
敏
感
肌
サ

イ
ン
の
改
善
や
角
層
水

分
量
の
増
加
、
毛
穴
の

引
き
締
め
な
ど
、
肌
の
調
子
を
整

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
た
。

実
際
に
敏
感
肌
兆
候
の
被
験
者

を
対
象
に
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｍ

Ｆ
Ｌ
を
配
合
し
た
化
粧
品
製
剤
の

４
週
間
連
用
試
験
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
被
験
者
の
多
く
で
ス
テ
ィ

ン
ギ
ン
グ
ス
コ
ア
お
よ
び
頬
部
の

赤
み
と
い
っ
た
敏
感
肌
の
サ
イ
ン

が
有
意
に
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、

毛
穴
の
引
き
締
め
効
果
も
確
認
さ

れ
た
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、

今
年
イ
ン
ド
で
開
か
れ
た
「
ア
ジ

ア
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ズ
・
オ
ブ
・

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ツ
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
）」で
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

同
社
は
現
在
、
こ
う
し
た
高
い

機
能
性
に
加
え
、
未
利
用
資
源
や

バ
イ
オ
技
術
を
活
用
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
原
料
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
訴
求
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
国
内

外
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

新
ケ
ミ
カ
ル
商
事
は
、
炭
素
繊

維
複
合
材
料
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
）
の

事
業
化
を
加
速
す
る
。
日
鉄
ケ
ミ

カ
ル
＆
マ
テ
リ
ア
ル
が
生
産
す
る

フ
ェ
ノ
キ
シ
樹
脂
に
よ
り
既
存
材

と
の
差
別
化
を
図
る
一
方
、
一
次

加
工
、
中
間
材
お
よ
び
成
形
加
工

の
各
メ
ー
カ
ー
で
構
成
す
る
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
に
市
場
開

拓
を
推
進
す
る
。
同
社
は
新
中
長

期
計
画
「
Ｎ
Ｃ
Ｔ
／
ム
ー
ン
シ
ョ

ッ
ト
計
画
」
で
�
環
境
問
題
等「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
へ
の
取
り
組
み
継
続
、

深
化
	
を
掲
げ
て
お
り
、
同
事
業

の
育
成
を
通
じ
て
部
材
の
軽
量
化

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
も
貢
献
し

て
い
く
。

フ
ェ
ノ
キ
シ
樹
脂
は
金
属
や
炭

素
繊
維
と
い
っ
た
異
種
材
に
対
す

る
優
れ
た
密
着
性
を
有
す
る
熱
可

塑
性
樹
脂
。
異
な
る
官
能
基
を
有

す
る
こ
と
か
ら
他
の
熱
可
塑
性
樹

脂
と
の
相
容
性
に
優
れ
、
多
様
な

ポ
リ
マ
ー
ア
ロ
イ
群
を
創
出
で
き

る
特
徴
を
持
つ
。
ペ
レ
ッ
ト
状
フ

ェ
ノ
キ
シ
樹
脂
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
３
社
し
か
存
在

せ
ず
、
日
鉄
ケ
ミ
カ
ル
＆
マ
テ
リ

ア
ル
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
。
用
途
は
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
の
改
質
材
が
主
で
あ
っ
た

が
、
１０
年
程
前
か
ら
複
合
材
料
用

途
を
中
心
に
フ
ェ
ノ
キ
シ
樹
脂
単

体
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
開
発
を

推
進
し
、
強
力
な
特
許
網
を
構
築

し
た
。

新
ケ
ミ
カ
ル
商
事
は
前
記
の
成

果
を
生
か
し
た
事
業
を
創
出
す
べ

く
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
ペ
レ
ッ
ト
は
も
と
よ
り
粉
体
、

フ
ィ
ル
ム
、
繊
維
の
各
形
態
で
の

供
給
や
プ
リ
プ
レ
グ
な
ど
の
中
間

材
、
成
形
品
で
の
提
供
を
可
能
と

す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
ポ

リ
マ
ー
ア
ロ
イ
に
関
し
て
は
、
フ

ェ
ノ
キ
シ
変
性
Ｐ
Ｐ
樹
脂
に
お
い

て
少
量
添
加
で
密
着
性
向
上
に
よ

る
引
張
強
度
や
曲
げ
強
度
の
向
上

を
、
ナ
イ
ロ
ン
系
ポ
リ
マ
ー
ア
ロ

イ
で
は
吸
湿
時
の
物
性
変
化
お
よ

び
結
晶
化
に
よ
る
整
形
不
良
等
の

改
善
効
果
な
ど
を
確
認
し
て
い

る
。同

社
で
は
、
フ
ェ
ノ
キ
シ
樹
脂

を
ベ
ー
ス
に
ポ
リ
マ
ー
ア
ロ
イ
化

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
顧
客
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
原
材
料
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
連
携
企
業
と
の

協
働
に
よ
り
多
様
な
生
産
プ
ロ
セ

ス
に
適
応
す
る
こ
と
で
自
動
車
分

野
を
は
じ
め
と
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

フ
ル
ヤ
金
属
は
、
水
素
チ
ェ
ー

ン
の
社
会
実
装
に
向
け
た
固
体
高

分
子
膜
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）
型
水
電
解
シ

ス
テ
ム
向
け
水
電
解
触
媒
の
開
発

を
進
め
る
。
同
社
が
開
発
し
た
酸

化
イ
リ
ジ
ウ
ム
（
Ｉ
ｒ
Ｏ
２

）
や
イ

リ
ジ
ウ
ム
ル
テ
ニ
ウ
ム
二
元
系
酸

化
物（
Ｉ
ｒ
Ｒ
ｕ
Ｏ
ｘ
）は
、
量
産

化
に
向
け
た
開
発
ス
テ
ー
ジ
と
な

っ
た
。
イ
リ
ジ
ウ
ム
の
使
用
量
を

低
減
す
る
ナ
ノ
合
金
触
媒
も
３０
年

の
実
用
化
を
見
据
え
る
。
同
社
で

は
、
原
料
と
な
る
イ
リ
ジ
ウ
ム
の

確
保
に
加
え
国
内
拠
点
の
体
制
整

備
を
進
め
将
来
需
要
に
備
え
る
。

フ
ル
ヤ
金
属
は
、
白
金
族
金
属

（
Ｐ
Ｇ
Ｍ
）
製
品
の
世
界
大
手
メ

ー
カ
ー
。
南
ア
フ
リ
カ
鉱
山
と
の

資
本
提
携
に
よ
る
安
定
的
な
地
金

調
達
を
起
点
に
独
自
技
術
に
よ
る

溶
解
や
加
工
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い

っ
た
Ｐ
Ｇ
Ｍ
製
品
の
一
貫
チ
ェ
ー

ン
を
確
立
し
て
い
る
。
今
期
始
動

し
た
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
７
」

で
は
既
存
事
業
の
高
付
加
価
値
化

と
新
事
業
の
育
成
に
取
り
組
む
。

水
電
解
触
媒
は
、
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
の
新
製
品
と

し
て
開
発
を
進
め
て
お
り
有
償
サ

ン
プ
ル
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

２５
年
に
事
業
化
へ
と
発
展
さ
せ
、

３０
年
に
は
数
十
億
円
規
模
に
発
展

さ
せ
る
考
え
。

水
電
解
に
お
い
て
優
れ
た
耐
腐

食
性
を
特
徴
と
す
る
イ
リ
ジ
ウ
ム

は
電
極
触
媒
と
し
て
不
可
欠
と
さ

れ
る
。
フ
ル
ヤ
金
属
で
は
、
白
金

族
金
属
の
高
純
度
化
技
術
を
活
用

し
、
水
電
解
触
媒
用
Ｉ
ｒ
Ｏ
２

や

Ｉ
ｒ
Ｒ
ｕ
Ｏ
ｘ
を
開
発
し
た
。
国

内
の
エ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
と
の
実
証

で
は
商
業
ス
ケ
ー
ル
を
見
据
え
た

実
証
が
進
む
こ
と
か
ら
、
土
浦
工

場
（
茨
城
県
土
浦
市
）
に
新
規
製

造
ラ
イ
ン
を
導
入
し
２
０
２
５
年

６
月
か
ら
の
稼
働
を
予
定
す
る
。

ナ
ノ
合
金
触
媒
は
、
イ
リ
ジ
ウ

ム
の
使
用
量
を
Ｉ
ｒ
Ｏ
２

比
４０
分

の
１
を
目
標
に
開
発
を
進
め
て
い

る
。
環
境
省
の
「
令
和
４
年
度
地

域
資
源
循
環
を
通
じ
た
脱
炭
素
化

に
向
け
た
革
新
的
触
媒
技
術
の
開

発
・
実
証
事
業
」に
採
択
さ
れ
て
お

り
、
東
芝
な
ど
国
内
外
メ
ー
カ
ー

と
の
共
同
開
発
を
進
め
て
い
る
。

フ
ル
ヤ
金
属
で
は
、
水
電
解
の

社
会
実
装
が
実
現
す
る
３０
〜
５０
年

に
は
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
の
水
電
解
触

媒
用
の
需
要
は
現
在
の
世
界
産
出

量
の
３
分
の
１
程
度
と
な
る
と
予

測
す
る
。
伸
長
需
要
に
向
け
て
既

存
の
電
極
触
媒
リ
サ
イ
ク
ル
の
適

用
を
進
め
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
の
持
続

的
な
使
用
に
つ
な
げ
え
る
考
え
。

パンテック

新ケミカル商事

企企業業経経営営のの最最重重要要課課題題 環環境境保保全全

プラ資源循環最適化を支援

炭素繊維複合材事業を加速

持続可能社会
技術で貢献へ

ポリマーアロイの概念図

データをもとに最適な
ソリューションを提案

環
境
ビ
ジ
ネ
ス

東ソー

日光ケミカルズ

フルヤ金属

水電解触媒、数十億円事業へ

ＯＥＲ触媒の開発を加速

バイオ技術を化粧品原料に

従来触媒と開発触媒の比較

ナノ合金製造設備

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｍ
Ｆ

Ｌ
に
肌
の
バ
リ
ア
機
能
に
加
え
、
敏
感
肌
の

改
善
効
果
な
ど
を
確
認
し
た

２０２４年（令和６年）１０月３１日（木曜日）【企画記事】 （第三種郵便物認可）（７）


